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metaessays gathers texts written by a narrating entity who, after inadvertently receiving a 
    
 
package with Yukie Hori’s materials, embarks on a reflective journey about the Brazilian-
Japanese artist’s creative universe. 
Through detours, mishaps, and shortcuts, the texts aim at indicating, understanding, and 
articulating concepts, procedures, and references in Yukie’s artistic practice without losing 
sight of the bond between artwork and audience and how that interaction is affected by time, 
space, and social relations. 
The works and keywords guide the paths of this literary miscellanea. However, as a journey 
that refuses a pre-assigned destination, other trails are experienced, such as the pandemic 
experienced in 2020 and consideration about the writing itself. 
By establishing a dialogue between observer and observed, present and past, this book intends 
to put into practice the essay form and its porous relationships between fictional and 
documental, inner world and outer reality, thought and expression, theory and practice and – 
between writing and reading –, words and images. 
Therefore, this book is developed as a work of art in which the crafts of the artist and the 
















































































    
 
ェル」に焦点を当て、更に「パランゴーレ」の展開を辿っている、モニュメンタルな作品の要素が、その
場所や環境から解き放たれ衣類のように人の身体とともに移動する色彩や形態として躍動的な変貌を起
こすのである。研究作品は大学美術館の窓のあるスペースに設置され、外からもそのメッセージを見るこ
とができる。作品タイトルはコスモヘリウム「隠されたモニュメント」、同「エッセイ映画」、同「メタエ
ッセイ・サンプル」である。身体を包み込むかのような場に配されていて、メタエッセイもモニター上に
て非接触型の操作で全てを読むことができる。 
堀の博士論文「メタエッセイ」は、10編のエッセイからなる、どこから読むも読者の自由であるが、堀
自身、この意図を「観察する者とされる者、現在と過去との対話を確立しながら、エッセイの形式と共に、
フィクションとドキュメンタリー、内なる世界と外なる世界、思考と表現、理論と実践、書くことと読む
こと、そして言葉とイメージとの浸透性のある関係を実践に移すことにある」と明快に述べている。『対
話』においては、ブラジル在住のアーティストのイネスとブラジルと日本という地球の反対側に住む者同
士の間で日々写真を日記のように、または日々随想のように撮り続け、それを並べて再構成していく作業
がなされている、これもまた、エッセイの範疇であり、そこから新たな広がりを模索する試みでもある。 
2019年のブラジルの大統領選挙では極右勢力の躍進の中で、堀はブラジル首都のブラジリアで取材し
て映像作品を作っている。「嵐の兆し(Antes da Tempestade)」は非常に人工的、厳格な都市の象徴たるモ
ニュメントの数々を不穏な天候の下でとらえた写真・映像作品である。重い陰うつな作品の雰囲気は、40
年前の軍事独裁政権誕生の不安の再来であろうか。極右勢力の現大統領の政策はアマゾンの熱帯雨林の
生態系の崩壊を助長し環境問題に向き合い改善を図る世界とは逆行する。過去の軍事独裁政権も格差を
助長させ、ファベーラと呼ばれる貧困地域の拡大に対応できずにきている、さらに2020年のコロナ禍では、
その貧困地域がコロナ感染を防ぎようもなく感染者が増えて医療が追いつかない状況であった。人種・民
族の問題と経済格差、地球環境破壊という問題に加えて新たな感染症のパンデミックが国境を越えて迫
ってきている中、まさにその予感を孕んでいる作品である。 
エッセイは、確実な論拠や論考のつながりや構築の中で表現されることではなく、さまざまな位相の場
において新たなリンクが発見される、別の道筋が示されるような緩やかな思惟や想念の場を提示する。 
堀由紀江の博士論文と研究作品は、2020年というこのタイミングに即応して出てきているが、その背景
は、1960年代後半からの世界の状況とも繋がったものであると云える。エッセイという実験的な取り組み
を行い確かな内容を提示している。審査員全員の高い評価を得て、博士学位に相応しいものとして認める
ものである。 
